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問 l. 次の文章を読んで，設問(1) ～（3）に答えよ。 

国際純正 ・応用化学連合（IUPAC） は，原子番号 113, 115, 117, 118 の元素を， それぞ

れ 「ニホニウム Nh」 , 「モスコビウム Mc」, 「テネシン Ts」 ，「オガネソ ン Og」と

命名するこ ととした。これらの 4 元素はいずれも自然界には存在せず．すべて人工的に作

られた。ニホニウムは日本の理化学研究所仁科加速器研究センタ が原子番号 30 の亜鉛と 
83 のビスマスを加速器内で衝突させる実験により発見したもので，日本の国名にちなんだ

名称が提案された。

設問 (1)： 原子番号は原子を構成する粒子のうち何の数を表すか記せ。 
設問 (2)： 原子番号が等しく質量数が異なる原子が存在する場合がある。 

(ⅰ) このような原子どうしを互いに何とよぶか答えよ。 
(ⅱ) これらの原子の質量数が異なる原因は何か述べよ。 

設問 (3)：元素周期表では，互いに化学的性質が似た元素が，縦に並ぶように配置されてい

る。この周期性が延長されると仮定すると，新たに命名された 4 つの元素はいず

れも典型元素であり，オガネソン（原子番号 118）はヘリウムやネオンと似た化

学的性質を示すと考えられる。

(ⅰ) 周期表上で縦に並ぶ，性質が似た元素群を何とよぶか答えよ。 
(ⅱ)  (ⅰ)の元素群のうち，テネシン（原子番号 117）が属すると考えられる 元素

群の名称を記せ。

(ⅲ) 周期表上で縦に並ぶ元素の性質が類似する原因は何か述べよ。 
(ⅳ) ニホニウム（原子番号 113）と似た化学的性質を示すと考えられる最も軽い

元素を元素記号で記せ 。
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【解答】 
設問 (1)： 
 これは定義以外の何物でもありません。 
原子番号とは原子が持っている陽子（原子核の中に存在する）の数のことです。 
原子では、陽子の数は電子の数と同じになることも常識として頭に入れてください。 
（同じでなければ電気を帯びることになりますが、原子は電気的に必ず中性です） 
 

設問 (2)： 
(ⅰ) (ⅱ) 
これも化学の基本中の基本です。 
原子核の中には正の電荷を帯びた陽子と電気的に中性の中性子が存在します。 
同じ原子であれば陽子の数が異なることはありません。（だから原子番号で分類できる） 
 
一方、多くの原子は中性子の数も同じなのですが、こちらは僅かながら数が異なる原

子が存在します。 
これを『同位体』と呼びます。 
 
即ち、『同位体』とは同じ元素において中性子数が異なるものということになります。 
 
この差は、【陽子の数＋中性子の数＝質量数】で定義された『質量数』で表現できるこ

ととなります。 
 
同じ元素であれば、陽子の数は同じですから、中性子の数が違えば質量数は異なるよ

ということになります。 
 

設問 (3)：(ⅰ) 
元素周期表の意味そのものを問われている問題です。 
元素周期表は原子番号の順に並べていくと、周期的に、よく似た性質が現れるよ！と

いうことを表した表そのものなのです。 
 
電子が存在する軌道には定員があり、最内殻の定員だけが少ないことやエネルギー準

位の規則などがあり、表では、原子番号が小さい部分は一定の空白を設けなければな

りませんが、同じような性質をもつ元素群が周期的に現れ、18 種あることが、縦一列

に並ぶことで表現できてしまいます。 
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